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「営業許可」とは？ 
 
 
食品関係の営業（下表に示す３２業種）を行う場合は、食品衛生法に基づいた営業許可が必要です。

許可を受けるにあたっては、施設が基準に適合する必要があります。 
 
 

食品関係の営業をお考えの場合は、お早めに生活衛生課までご相談下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

業種分類 業種 

調理業 
飲食店営業・ 

調理の機能を有する自動販売機により食品を調理し、調理された食品を販売する営業 

製造業 

菓子製造業・アイスクリーム類製造業・乳製品製造業・清涼飲料水製造業・食肉製品製造業・ 

水産製品製造業・氷雪製造業・液卵製造業・食用油脂製造業・みそ又はしょうゆ製造業・ 

酒類製造業・豆腐製造業・納豆製造業・麺類製造業・そうざい製造業・ 

複合型そうざい製造業・冷凍食品製造業・複合型冷凍食品製造業・漬物製造業・ 

密封包装食品製造業・食品の小分け業・添加物製造業 

販売業 食肉販売業・魚介類販売業・魚介類せり売り営業 

その他 集乳業・乳処理業・特別牛乳さく取処理業・食肉処理業・食品の放射線照射業 

 食品営業許可申請の手引き 
（食品の営業を始められる皆様へ） 

営業許可が必要な業種 

西 宮 市 保 健 所 

西宮市食育・健康づくりマスコットキャラクター みやちゃん 

令和７年１月作成 
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営業許可申請書の提出 

事前相談 

施設の確認検査 

営業開始 

許可証の交付 

営業許可申請の流れ 

※日程は目安です。営業開始日までの余裕をみて、手続きを行って下さい。 
 

※営業施設工事の着工前、概ね 1ヶ月前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

① 生活衛生課： 営業施設の平面図を持参の上ご相談下さい。 

 施設の構造・設備等が基準に適合しない場合、申請書が受理されません。申請前にご相談下さい。 

 井戸水等を使用する場合は必要に応じて消毒装置及び浄水装置を備え、あらかじめ水質検査を受けて 

食品営業施設使用水の基準に適合することを確認して下さい。 

 営業施設ごとに食品衛生責任者の設置が必要です。資格がない場合は、講習会を受講する等ご準備下さい。 

② 関係部署： 各関係部署へご相談下さい。 

  建築基準法の確認(営業施設所在地の用途地域によっては許可等が必要になる場合があります。） 

 消防法の確認  排水関係の規制の確認 

 風俗営業・深夜酒類提供飲食店営業等の規制の確認  酒税法の確認 
 

①営業許可申請書 記入例を参考に事前に記載して下さい。 

②図面等 
ア）営業施設の平面図  イ）営業施設付近の略図  ウ）フロアー等の配置図 

エ）製造業および自動車・露店による営業に関しては、品目ごとに製造等の工程 

③申請手数料 
手数料は現金で納付して下さい。 

※申請後はいかなる理由があっても納付された手数料は還付しません。 

④食品衛生責任者

の資格証書 
調理師免許証、食品衛生責任者養成講習会修了証等 

⑤登記事項証明書 
《法人申請の場合のみ》法人の存在を証明する公的な書類（発行６ヶ月以内） 

法人番号（法人と一部の団体に対して日本の国税庁が指定する１３桁の識別番号）の 

確認をお願いします。 

⑥水質検査成績書 

《井戸水等を使用する場合》官公署あるいは登録検査機関又は水道法第２０条第３項 

ただし書に規定する厚生労働大臣の登録を受けた者が発行した書類（発行１年以内） 

なお、小規模貯水槽水道を使用する場合は、臭い、味、色度、濁度及び異物の 

５項目についての水質検査成績書でも可。 

⑦その他 
《許可証の郵送を希望する場合》返信用封筒（レターパック等） 

《自動車による営業の場合》自動車検査証 

《代理人による申請の場合》委任状 

施設検査の日程調整（予約） 

※「食品衛生申請等システム」（厚生労働省）により、オンライン上で申請することも 

可能です。オンライン申請の際は、生活衛生課で申請内容を確認後に連絡します。 

申請内容に問題がなければ、生活衛生課窓口で申請手数料（現金）を納付して 

いただきます。 
--- 
許可証     

      
 
 

     

通常、許可証の作成は２週間程度かかります。 

営業施設内の見やすい場所に許可証を掲示し、 

ＨＡＣＣＰ
ハ サ ッ プ

に沿った衛生管理を行って下さい。 

申請手数料納付と同時に行います。

施設基準に合わなければ、 

改善できるまで許可されません。 

※営業者が立ち会って下さい。 

※営業開始２週間前《許可申請に必要な書類等》
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営業許可申請書の書き方（記入例） 

 

表面 

⑪申請者の住

所（所在地）

を記載してく

ださい。 

⑫申請者の氏

名を記載して

ください。法

人の場合は、

法人名及び代

表者の氏名を

記載してくだ

さい。ふりが

なも記載して

ください。 

㉓営業施設で

取り扱う主な

食品、添加物、

器具又は容器

包装について

日本標準商品

分類を参照し

て記載してく

ださい。 

㉚営業施設の

担当者の氏名

を記載してく

ださい。 

①申請日を記載してください。 

④新規または継続に〇を

つけてください。 

⑦申請者の電話番号を記

載してください。 

㉑食品衛生責任

者の資格の種類

に〇をつけてく

ださい。 

㉗営業施設の

ＨＡＣＣＰの

取組について

記載してくだ

さい。 

⑱営業施設の所

在地を記載して

ください。 

⑮営業施設の電

話番号を記載し

てください。 

⑬申請者の生年

月日を記載して

ください。※法人

の場合は、代表者

の生年月日は不

要です。 

⑩申請者が法人

の場合は、法人番

号を記載してく

ださい。※個人番

号（マイナンバ

ー）は記載しない

でください。 

裏面 
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添付書類（例） 

ア）営業施設の平面図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

パン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ）営業施設付近の略図           ウ）フロアー等の配置図 

国道２号線

 当店 南館

阪神電車

 市役所前腺 札場筋線

兵庫県立
西宮病院

兵庫県立
西宮病院

西宮市役所

議会棟
第二庁舎

ＪＲ線

市民会館

職員会館

阪神西宮駅

 

当店

１０１号

男子
トイレ

女子
トイレ

ＥＶ

道路

 
 

エ）製品の製造工程 
 

パン 
 

小麦粉､水､糖類､ 

油脂類､食塩､   原材料 → 混合 → 発酵 → 分割・成形 → 最終発酵 → 焼成 → 冷却  

乳製品､イースト 

 

→ スライス → 包装  

 

☆製造業または処理業、自動車・露店による営業の場合は、その品目ごとに工程を記入して下さい。 

☆食品添加物を使用する場合は、名称、添加時点、配合割合などがわかるようにご記入下さい。 

 

 

5m 

8m 

2m 

6m 

カウンター 

 台下冷蔵庫 

冷蔵庫 作業台 戸棚 

シンク ガスコンロ 

トイレ 

製氷機 

手洗 

手洗 

換

気

扇

入

口

屋外に接する箇所は、壁や

扉等によって天井まで区画

すること。 

調理場と客席は、カウンタ

ー等の隔壁により区画する

こと。 

調理場(作業場)には、シンクとは別に手洗設備を設置すること。

水栓は開閉時に手指の再汚染が防止できる構造であること。 

冷蔵庫(冷凍庫)には温度

計を設置すること。 

十分な換気ができる構

造であること。 

天井、壁、床は清掃しや

すく、必要に応じて不浸

透性の材質であること。 

トイレには手洗設備を

設置すること。 

排水溝や窓などは、ねずみ・

昆虫等の防除のために網な

どを設置すること。 

更衣場所は、従事者の数に応

じた十分な広さがあり、作業

場への出入りが容易な位置

に設置すること。 

食品等を洗浄するため、

必要に応じて熱湯、蒸気

等を供給できる使用目的

に応じた大きさ及び数の

洗浄設備を準備するこ

と。 

レバーの場合 
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 飲食店営業        16,000 円 

 食肉販売業         9,600 円 

 魚介類販売業        9,600 円 

 菓子製造業        14,000 円 

 アイスクリーム類製造業  14,000 円 

 そうざい製造業      21,000 円 

 複合型そうざい製造業   26,000 円 

 冷凍食品製造業      21,000 円 

 複合型冷凍食品製造業   26,000 円 

 食品の小分け業      14,000 円 

 

食品衛生責任者について 
 

飲食店などの食品を取り扱う営業施設には、食品衛生責任者の設置が必要です。食品衛生責任者とは、 

食品衛生についての知識を有し、お店の食品衛生管理を率先して行う者です。 

なお、複数の施設の食品衛生責任者を兼任することは、原則認められていません。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食品衛生責任者養成講習会を受講することで資格を取得できます。資格を取得後、すみやかに生活衛生課にて

食品衛生責任者設置の手続きを行って下さい。 

なお、西宮市食品衛生協会が西宮市の指定を受けた講習会を、年に６回程度開催しています。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【食品衛生責任者養成講習会に関するお問い合わせ先】 

西 宮 市 食 品 衛 生 協 会 
〒６６２－０９１８ 

西宮市六湛寺町１０－３  西宮市役所西館１階 

受付時間 ９：００～１２：００、１３：００～１７：００ 

ＴＥＬ  (０７９８)－３５－８９５２ 

◆ 食品衛生責任者の資格 ◆ 次の資格のうちいずれかひとつが必要です。 
 

食品衛生責任者養成講習会受講者、調理師、栄養士、製菓衛生師、 

食品衛生監視員の資格要件を満たす者（医師、歯科医師、薬剤師、獣医師など）、 

食品衛生管理者の資格要件を満たす者、食鳥処理衛生管理者、船舶料理士 

資格がない場合 

主な許可業種の手数料一覧 

受講の申し込みは、西宮市食品衛生協会で

受け付けております。 
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営業許可取得後の手続きについて 
 
 

 営業許可証に記載されている許可期限を過ぎると営業できません。 

 継続手続きの際、施設の確認検査が必要です。期日に余裕を持って申請を行って下さい。 

 
 

   ※期限満了の１ヶ月前までに申請して下さい 
 
 
 
 
 
 
 
 
営業施設の衛生管理を適切に行うためには、食品衛生の最新情報を常時習得 

しておかなければなりません。 

食品衛生責任者は、営業許可の継続時に「食品衛生責任者実務講習会」を必ず

受講してください。 

 

 
 

詳細については、営業許可の継続手続きの際にお問合せください。 

 

手続き 内容 

申請事項の変更 

 申請者（営業者）の住所変更、姓の変更、法人の名称変更、 

法人の代表者変更 

 営業施設の名称（屋号）変更 

 営業施設の改築等による一部変更(※改築等の前にご相談下さい) 

地位承継 
事業譲渡、相続又は法人の合併・分割により営業許可を受け継いだと

きは届出が必要です。 

食品衛生責任者の設置、変更 食品衛生責任者を設置、変更する場合 

廃業 営業をやめた場合 

営業許可の新規取り直し 
 営業者が変更になる場合（地位承継を除く） 

 営業施設の移転、新築等 

※手続きに添付書類が必要となる場合がありますので、詳細は生活衛生課へご確認下さい。 

【お問い合わせ先】 

西 宮 市 保 健 所  生 活 衛 生 課 
〒６６２－８５６７ 

西宮市六湛寺町１０－３  西宮市役所西館１階 

受付時間 ９：００～１２：００、１３：００～１７：００ 

ＴＥＬ  (０７９８)－２６－３６６８ 

営業許可の継続 

各種届出等 

食品衛生責任者実務講習会 

営業許可の継続申請 

（期限満了の１ヶ月前まで） 

営業施設の確認検査 

（不備がある場合は再検査） 


